
　　　　

令和７ 年 3 月 14 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・節分、ひな祭り、イースター、ハロウィン、クリスマス等の季節の行事　　　・いちご狩り、ぶどう狩り、とうもろこし狩り、芋掘り、柿狩り等の各種果物狩り
・保護者参加の食育やピクニック、工作、運動会等　　・虫探し、山登り、川遊び等の自然体験　　・巨大迷路制作、プラレールを使ったまちづくり、食品サンプル制作等の制作行事
・カラオケ大会、ライブ（バンド演奏でこどもが歌う）、「逃走中」、青竹を使った流しそうめん、デイキャンプ（BBQ）、新幹線見学等スタッフの得意分野を活かした各種イベント

（別添資料１）

家族支援

・心理師による個別支援やご家族への面談等を通して家庭での過ごし方への助
言を行う
・保護者参加イベントを催し、保護者同士の交流および支援の様子を見学する
機会を設ける

移行支援

・サポートブックの紹介、作成
・学校、園、他事業所との連携しそれぞれの生活圏における情報を共有
・就学、進級を控えた利用者について、新しい環境での生活をスムーズに
開始できるよう、移行先への情報提供・共有

地域支援・地域連携

・季節ごとのイベント（敬老の日・ハロウィーン・コミュニティ農園での農作
業等）での交流
・自治会で催されるイベントへの参加（餅つき大会・夏祭り等）

職員の質の向上

・専門職員による内部研修の実施、外部研修への参加
・外部リソースを利用したオンライン研修の提供
・事業所内におけるOJT

支　援　内　容

・各プログラム開始前に行う運動、もしくは運動プログラムを通した健康の維持、向上（「感覚パーク」・「ピタゴラスポーツクラブ」・お出かけ等の屋外活動イベント）
・様々な制作や料理等の微細運動を通した巧緻性の向上、手指の動きの発達の促進（「つくってみよう・つかってみよう」・食育のイベント等）
・日常活動およびプログラム中の課題を通したADLの向上。食育やお買い物などの活動を通した生活能力の向上（個別支援・「SST」・食育イベント・お買い物イベント・公共交通機関の乗
車体験等）

・各プログラム開始前に行う運動（５分マラソン・サーキット運動・各種鬼ごっこ・ボールや風船、パカポコ等の道具を利用したゲーム）
・運動プログラムを通した基礎体力、運動能力の向上や体幹機能の強化（「ピタゴラスポーツクラブ（跳び箱・縄跳び・鉄棒・マット運動・ボール遊び）」・山登り・公園あそび等））
・五感を使った遊びを通した感覚欲求の充足や適切なボディーイメージの獲得（「感覚パーク（箱の中身はなんだろう？・ひんやりマット体験等）」・砂浜あそび・川遊び等）
・本

人
支
援

・日常活動における、準備、片付け、グループ活動を通して、状況判断力の獲得（タイムタイマー、スケジュール表等を利用したスケジュール管理・様々な視覚支援による自立の促し）
・様々なゲームやイベント、四季折々の自然観察を通した認知能力の発達促進（宝探しゲーム・脱出ゲーム・ウォークラリー・街の地図制作・虫さがし等）
・共同作業を通した主体性・協調性の獲得（プラレールで街をつくろう・段ボール迷路制作・お化け屋敷をつくろう・学校ごっこ等）
・プリント等の課題を利用したコグトレ（個別支援）

・グループ活動や共同作業、地域交流を通したコミュニケーション能力の向上（お買い物体験・ハロウィーンイベント・お化け屋敷をつくろう・学校ごっこ・脱出ゲーム等）
・絵カードや様々なゲーム、共同作業を通した語彙の獲得（私は誰でしょう？・５０音すごろく・ワードバスケット等）
・日常活動を通した発語、発話の促しおよび語彙の獲得
・絵カードの提示や指差し、交換によるノンバーバルなコミュニケーション、意思表示の促し等

・スタッフのサポートの元、共同作業やグループ活動を通した子ども同士の関係構築、問題解決の機会の提供（「SST」・共同制作のイベント）
・工場見学、地域交流、外出イベントを通した社会活動の体験・見学（自治体の餅つき大会への参加・商店街探検等）
・保護者参加イベントでの他児童の保護者との交流

支援方針

発達障害児一人ひとりの特性に応じて、脳の発達、身体機能や感覚、感情の表現力を高めるなど、多くの子どもたちの社会的自立を支援している。子どもたちの心理を充分に理解し､発達
段階に対応した障害を乗り越えるための療育を実践していきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 スタジオを訪れた子どもたちが、思いっきり体を動かし、遊び、笑い、汗をかき、晴れ晴れとした気持ちで帰っていける・・・。そんなスタジオを目指します。

事業所名 ピタゴラ未来塾神戸 作成日支援プログラム（参考様式）


